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	1）　マテリアリティ選定プロセス MAX  20点
	①　経営トップが選定に関与していることが明記されている。 MAX  5
	②　ステークホルダーを巻き込み、ダイアログの意見も取り込んでいる。 MAX　5
	③　マテリアリティ選定プロセスが明記されている。 MAX　5
	④　マテリアリティ選定と企業戦略の関連の意図が読み取れる。 MAX　5

	2）　バリューチェーンマネジメント    MAX  20点
	①　部分的にせよ、CSRデューディリジェンス(D.D.)を実施している。 MAX  7
	②　CSR調達基準を公開している。 MAX  4
	③　部分的にせよグリーン調達についてD.D.を実施している。 MAX  6
	④　グリーン調達基準を公表している。 MAX  3

	3）　統合思考 MAX  20
	①　2030年より先の中長期のCSR(ESG)ビジョンを打ち出している。 MAX  10
	②　財務情報とESG等の非財務情報の統合を図ろうとしている。 MAX  7
	③　情報開示基盤整備事業に参加している。 MAX  3

	4）　ダイバシティ・ポリシー MAX  15
	①　中長期のダイバシティ・ポリシーを策定し公表している。 MAX  5
	②　取締役会のダイバシティ・ポリシーを公表している。 MAX  4
	③　女性についてのダイバシティ・ポリシーを公表している。 MAX  3
	④　ワーク・ライフバランスについて多様な取組がある。 MAX  3

	5）　情報の質　 MAX  10
	6）　その他、総合評価　 MAX  15

